






























































思っている。悪く えば、無神経な人だ と、みなしてきた。あれだけ多く 人たちに苦汁を めさせ、あ たは何も感じないのか、と
私に藤間へ話を聞く機会があたえられれば、何をおい も


















石母田からあやまられたことがあるという。 ﹁網野君、悪かった﹂ 。そうつげた唯一の当事者で、石母田はあるらしい︵網野善彦、小熊英二﹁人類史的転換期における歴史学と日本﹂二〇〇一年︶ 。非公式の場で、個人的 は網野へ謝罪をするという石母田の振舞も、検討してほしい。
一九六〇年代に藤間は東アジアへ、研究のはばをひろげよ







の土地をまもり、農耕 いそしもうとする人びとこそが、このしくみをはぐくんだ。じじつ、農耕 さかえたユーラシアの東端と西端では 封建制がなりたっている
もちろん、ヨーロッパと東アジアのそれには、大きなちが
いもあったろう。しかし、 あ えぬ遊牧民の中央アジアから見れば、どちらもよ 似てい ヨーロッパ 東アジアは、同じような歴史をへてきたと考 る。
マルクス主義は、世界に共通する発展段階を想定する。あ









のあこがれが、あるらしい。中央アジアでならなりたつ 土地にしばられない歴史への憧憬が いつか その精神史的な読み解きに、いどんでみたいものである。磯前ら 本に 、いいヒントをも ったと思って る。
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